
近畿 アル ミニ ウム表而処理研究会誌Nα140'89

一 講 義

経営幹部が知 らねばならない高価な分析機器の必要性の有無

近畿大学 吉 村 長 蔵

§1.は じめ に

筆者の立場で はいろ いろな工場 の分析 機器 につ い て,

その必要性や用途が経営幹部 によく理解 されていない と

思われ るような場合に直面す ることが多 い。分析機器 と

いって も種類や数 は驚 くほど多 い現状で,筆 者 のよ うな

専門の者で も知 らない機器 もある。 まして,経 営に 日夜

苦労 してお られ る人々 にとって は殆 ど無 知 と断 じて も良

い状態で はな いか と思われ る。技術社員,特 に経験 の浅

い者の要望 を聞いて徒 らに高価な機械を買 ってい ること

はないか。月に何回か しか使わな い高 価な分析機器 を無

駄 に置 いていないかど うか。購入す る時点 で幹部 が必要

性 を理 解で きたか どうか。筆者 の今迄 の経験 か ら,例 え

数十万 の機械 に しろ無駄 な ことだ と思える例が多いので,

経 営者 に対 して少 し駄 文を呈 す るわけである。経営 を余

り考 え る要 のない公 的な大 学において も,機 器 に対 す る

無駄 が目立 っ当今において,私 企業 の会社 が大 きな無駄

を しないよ うに注意 し度い。

§2.分 析 用機器 の種類 と価格

分析機器 とい って もpH測 定器 な どの数 万 円の ものか

ら,電 子顕微鏡 やX線 分析器 のよ うな1億 円近 い もの ま

で数 は非常 に多 い。 しか し,目 的 によ って大別 す る と,

研 究用機器 と管理用機器 に分 け ることがで きる。小企業

において研究 は不必要 とはいわないが,大 学 や大企 業 の

よ うな基礎研究 をやる必要 もなければ人材 もない筈 であ

る。それよ り日常 流れてい る工程 の完全確立(こ れは非

常 に重要且 っ大 きな ことで,失 敗品の減少,機 械 化,迅

速 化,低 コス ト化 な ど全部 とい って良 い)を 目標 とす べ

きであ る。研 究用機器 を誇 らしげに見せる企業幹部に時々

会 うが,全 く馬鹿 げた ことで,自 社PRの ため の研 究用

機器 として購入 してお られ るな ら第三人者の介入す ると

ころではない。概 して,研 究用 機器 は需 要 が少 な い点,

それを完成 した迄 の開発経費,メ ー カーの偏在な どのた

めに実際 よ りはるかに高価 であ る。需要の多 いテ レビを

対象 として比較す れば理解で きる筈 であ る。数十万円の

テ レビで も年間数百台 しか生産 しない となると価格 は何

百倍 かになるのは必定で ある。すべて分析機器 はこの理

由によ り値段 が高 いわけで需要供給 の関係上致 し方がな

いわけである。現場管理分析用機器 は一般的 に低価格の

ものが多 いが,中 には一般化 されてい る原子吸光分析 器

や光吸収分析器 のよ うに数百万円の もの もあ る。

経営者 と して購入 に判断を誤 らない ように願 い度 いの

は,こ の管理分析機器 につ いてであ る。以下分析機器 と

い うのは この現場管理分析機器を指す と理解 され度 い。

§3.機 器分析 の欠点

素人 の方や,経 験浅 い大学卒の技術者 は機器分析 の欠

点 を知 らない。何事 で も長短 はあ るもので,分 析機器 の

便利 さなどの長所 しか知 らない者が多 いの は,大 学 な ど

で訓練す る機会が非常 に少な い事 に原因があ るが,数 多

くの機器 を対象 とす る現状 にお いて は為す術が ない。す

べての業種 に共通 の機器 というの は非常 に少 ない ので ,

新卒者 を採用 され た後 に自社 にお いて訓練教育を され る

べきである ことは事務職 と同 じであ る。 機器分析 の欠

点 の第一 は計量(専 門 では定量 とい う)の 値,す なわ ち

測定 し得 る値 が非常 に低 いことで ある。最近四十年 の分

析機器 の進歩 は大変 な もので,今 迄存在 さえ知 られなかっ

た ものが分析 され るよ うになったが,一 番大 きな傾 向 は

対象 を微量へ移行 していったことであ る。以前 は殆 ど日

常 に御 目にか か らなかった量 の単位が新聞 などに出て来
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た。例えばppmな どはその一 例 で昔 は ガ ンマ ー単 位 で

超 微量 と思 って いた ものであ る。分析対象が微量 に どん

どんな って いった理 由は,第 一 には公害分析,第 二 は電

子 産業にお ける超純度物質の製造の必要性 よ り,昔 では

考 え られなか った超微量を分析定量 しな ければな らな く

な った為で ある。

現在,金 属表面関係で非常 に多 く使用 されて いる原 子

吸光分析 に例を とると,μg(マ イクログラム,10-6),ng

(ナ ノグラム,10-9),pg(ピ コグ ラム,10-'2)の 単位 が

常用 され る。10-6グ ラムとは0.000001グ ラムの単位 であ

る。 いか に微量で あるか が判 ると思 う。 この ような微量

を対象 に しなければな らない程,工 場 の管理分析が必 要

なのか。濃度 の高 い ものは薄 めれば良 いというの は素人

考え で,流 れ ている工程 においては機器化す るには複 雑

で,人 を使 うと迅速化 に支障 を来 し,測 定値 は非常 に不

正確 になる。

第二 の欠点 として標準 液の問題 がある。如何 に優秀な

機器 で もpH測 定器 で判 るよ うに,標 準 と比 較 した値

を出すのが機器 である。標準値 を出す ものが ないの に機

器 は絶対値 を出さない。機器 は人間 ではない。感情が な

いか ら絶対値 は出せ ない。 この標準 になる液 をっ くるの

が人間 である。訓練 の不 出来 な者 が標準液 をっ くって も

機器 は正直 にそれを100%正 しい と して定 量値 を出 す。

根本 となる標準 をっ くる人 間 が全 てを決 め る こと にな

る。

以上,機 器分析 の欠点 を少 し述 べたが,勿 論 長所 も数

多 くある。誰 が操作 して も結果 は同 じである ことや,工

夫す る と連続測定 が可能 ともな る。

一番重要 な ことは
,自 社 に練度 の高 い技術員 がいるか,

或 いは養成 する可能性 があるのかをよ く判断 すべきであ

る。道楽息子 に車 を買 い与 えるよ うな ことを していない

か考 えねばな らない。たとえ数十万 円で も捨 てる企業 は

ない筈 である。

§4.現 場分析 にどれ位 の正確 さが必要 なのか

理想 を云 えば100%正 確 である ことが望 ま しいが,実

際 にあ り得 べ きことではない。例 えば,現 場 の液管 理や

生成皮膜厚 さなどの管理分析 に相 当の範囲 を もっている

のは常識 で,幹 部 としてどれだけの分析値 を要求す るか

は自然 と判 ってい る筈 である。その必要定量値 も%で い

うと,正 の値 すなわ ち小数点以下の数字 が不要であ る と

い うのが殆 どで ある。 それ なの に,高 価な機器を使 って

0.1と か0.01%を 求 める必要 が ど こにあ るか,無 駄 も極

まれ りとい うことで ある。筆者の経験で は中小企業 にお

いて微量天秤 を もって いる所 は皆無であ るか ら0.01%な

どは求 め られる筈 もないが,大 卒技術者 にそれが判 らな

い者 が多い。

§5.分 析 に特定 の学歴や学力が必要か

人間を或る程度機械化す ることはすべての面で起 こっ

ているが,管 理分析 とい うことになると理想 は全 自動 機

械 化にあ る。 しか し,現 状 は困難 なことが多 く費用 もか

か る。故に現場技術者が時 々分析を して チェ ック して い

る事 が多い。機器分析 は勿論 のこと,通 常分析 において

も自社 の方 法が確立 され ていると人 は機械 と同 じよ うな

ものであ るか ら,特 定 の学歴 や学力 は不要で ある。 勿論

異論 はあ るだろ う。若 し トラブルが おきた時 は素人 は判

断で きない とか種 々あると思 われるが,単 純 な流 れ作業

の工程 におけ る分析方法 が確立 されていない企業 の方 が

悪 いのであ る。自社 の方法 が確立 しておれば素人 で充分

であ る。生半可 な知識 や学歴 は支障 を来す だ けで あ る。

但 し素人で も教育訓練 を しなければな らないのは申すま

で もない。

§6.大 仰な試験研 究室の価値 は

大学や大企業の研究室 のよ うな試験研究室 を もってい

る企業が ある。その 目的にはPRの 要素 を含 めて い る こ

とも多 い。最近の学 生 は外観に左右 され る傾 向が多いの

で求人問題の一助 ともな り得 るか も知 れない。また,取

引 の上 において相手を信用 させ る要素 も持 ってい ると思

われ る。一面,実 戦的か とい うと,そ うで もない。 何 か

問題がお こると現場技術者 が,研 究解 決を図る場所 で あ

るなど理 由はあると思 うが実戦 的でない様相 の試験室 が

多 い。試験室が現場に直結 してい るよ うな位置 とは現場

自体で ある。現場でお きた事 は現場 で解 決するためには

離れて いて は駄 目であ る。対 ガスの問題 とかで機器 管理

が できないなどというが工 夫が足 らないだけであ る。

§7.分 析の真の 目的 と理想 は

化学分析 は特殊 な例 は除 き,一 般的な ものである べ き

で ある。 どの ような人で も,ど んな場 所においてで も分

析 し得 るのが理想であ る。特定の高 価な機器 によ らねば
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分析 できない とい うよ うな ものは一般 に少 ない。まして,

金属関係 の化学分析 は特殊 な場 合以外 は量 が多 く,一 般

普通 の分析法(機 器分析 に対応 して古 典分 析 とも云 う。

但 し古 いとい う意味 でな く昔 か ら用い られている方法 で

一般的 な方法 とい う意味 である)で 十分 である
。理 由な

くして原子吸光分析 を用 いる と,原 液の薄 め方 の誤 りで,

とん で もない結果 を出 した りする ことが往々にしてある。

勿論人間 の練度 の低 い ことに起因 はす る。簡易分析法 な

どが よ く書 かれているが,本 当に簡易 か否か,自 社 で検

討 して か ら使用す べきである。機器分析 は正 しい分析法

で近代的 であるよ うに思 うのは間違 いである。機械 には

すべて適当 な用途範囲が ある。 その用途範囲外の 目的物

には不適当で あるとい うことである。

§8.自 社現場 にマ ッチ した管理分析法の考案の要

分析法 と してJISな どで規 制 されて い る方 法 を無視 す

るので はない。公的 な方法 による分析 は時 々行 なうと し

て,日 常行 な う分析方法を迅速,簡 易,低 コス ト(生 産

工程の理想 と同様 に)を 考えて,自 社方法を確立す る こ

とであ る。 メッキ会社へ行 くと専門書 にか いてあ る分析

法を忠実 に行 なって いる所 もあるが,分 析の簡易化を図 っ

て いる所 は少 ない。生産工程の簡易化,迅 速化 と同様 に

管理分析の簡易化を図 るべ きで ある。 同業種で も内容

は異 な るものであ る。すな はち,立 地 条件,工 程 配置 ,

人材,規 模な ど一致す る筈がな い。 自社 に合 った分析方

法をっ くり機器をな るべ く考えな い方向が良い。設置基

準やJISで 制定 された もの は致 し方がないが,そ れで も

十分 に活用 されてい るのか どうか検討すべ きで はなかろ

うか。飾 りの人形のよ うな ものであれば始めか ら買わな

い方 が良 い。

非常 に簡単 な金属の分析 の一 例に筆者 は遠心分析 を例

に とる ことが多い。 これは数千 円の遠心 分 り機 と試験管

だけで可能 な沈殿分析法 で,金 属 表面 関係 の液管理 な ど

の相 当濃度 の高 い液に対 して良い方 法 と考 えている。管

理範 囲内における精度 の良 さも考 えて分析法 を考案 すれ

ば良 い。要 す るに,ど のよ うな書 に もの っているよ うな

難 しい分析方法 や,機 器分析 を用いないで行なえる管理

分析 を自社 で考 案せよ とい うことであ る。実 際に管理 で

きれば理論 は後 で良 い。

§9.分 析機器 の管理保繕

例 えばpHメ ーターを例 にとる と,殆 どの工 場 に あ

るが管理 が良 いのは余 り見 たととが ない。 これ は電極 は

ガ ラス電極 と云 って,最 近で は標準極 と一本に組合 せて

便利 に した型が多 い。

この電極 は非常 に薄 いガラス膜よ りで きてお り衝撃に

非常 に弱 い。少 しで も ヒビが入 ると使用で きない。 また

塩化 カ リウム液が入 ってい るので,乾 燥状態 にす ると表

面 に結晶析 出 してす ぐに使 えない。pHメ ー ターの命

はこの電極であ って本体は堅 固な ものである。電 気回路

などは少 々の ことで は狂わない。pHメ ー ターの保管

は電極の保管 ということにな る。 この電極 の保管 の良 い

工場 は見た ことがない。機器 は案外 デ リケー トな もので

使用者の態度が反 映するようである。大切に しないと怒 っ

て正 しい値を出 して くれない。高価 な機器 になると保管

が非常 に重要 であ る。外観 は立派 で も内容 は駄 目とい う

機器が多 い。大学 のよ うな研究機関 で も同様で ある。 ま

た,昨 今 は業者 が修理 を好 まない傾 向が あ り修理費 用 が

非常に高 い事 が多 い。

§10.現 場の連続分析 が果 して可能 なのか

浴管理 のよ うな液の連続分析 による常時監視 はどん な

工 場で も望 まれ ることであるが,市 販分析機器 をその ま

ま流用す ることはで きない。各企業 に合 った分析機器 を

特 注 しな くてはな らない。 この点 をよ く経営者 も現場技

術員 も理 解 していて欲 しい。市販 の分析機器 は連続分析

を対象 として設計製作 され ていない。同 じ機構 を有 した

別 の機器 を作 る とい うことになる。機器分析 によ り連続

分析 が可能 であるとい うことは,根 本 の分析原理 は同 じ

で も機械 の機構 が違 うとい うことを理 解す べ きで あ る。

定期的 に人 を使 って分析す るか,機 器 によ り連続分 析 を

す るかにっいては各企業 の性質や 投資 力 によ る もので,

どち らも一長一短 である。長 い将来 を考 えると機器連続

分析 が良 い と思 われるが,対 象 の多変化 が考 え られ る昨

今 は余程注意 しない と無駄 な投資 にな りかねない。

§11.結 語

以上,機 器分折 にっ いて思 う所 を簡述 したが,目 的 は

経済大国 の企業 において も無駄金 を好 んで使 う筈 がない

と考 え,幹 部特 に当面分析機器 を購入 され る立場 の方 々

に理解 を して頂 こうと書 いた ものである。機器分析 は不

必要 とい っているのではな く,よ く理解 した上 で使 用 す
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るか,長 短を よ く知 った上 で,不 必要 となれば 自社方 法

を考案せ よと申 して いるので ある。

時代の流れですべての部門で 自動化,機 械化が進 まね

ばな らな いようになって来て いる。 しか し,流 行 にはの

らな い方が利 口で はな いか,工 程 などの 自動化の方 が優

先 され るべ きであ る。

(おわ り)


